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令和６年度の「解説資料」では，調査問題作成の枠組みとして，以下のように示されている。
〔出題の範囲と評価の観点について〕
出題の範囲として，学習指導要領の第２章第３節算数における，「数と計算」，「図形」，「測定」，「変化と関係」，「データ

の活用」の各領域に示された指導内容をバランスよく出題することとした。なお，小学校第５学年までの内容となるようにし
ている。
また，評価の観点として，「知識・技能」，「思考・判断・表現」に関わるものを出題した。

〔調査問題について〕
学習指導要領で求められている資質・能力を育成していくためには，学習過程の果たす役割が極めて重要であり，平成
28年12月21日の中央教育審議会答申では，「事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだし，問題を自立的，協働的に解
決し，解決過程を振り返って概念を形成したり体系化したりする過程」といった算数・数学の問題発見・解決の過程が示
されている。本調査の調査問題では，この算数・数学の問題発見・解決の過程を様 な々局面で捉え，調査問題作成の基
本理念に沿って，学習指導要領の考え方等を考慮し，「算数科の内容（領域）」，「主たる評価の観点」，「算数・数学の問
題発見・解決の過程における局面」の三つの視点で，調査問題の枠組みを表のように整理し，問題の作成に当たった。

小学校算数　調査の概要
令和６年度　全国学力・学習状況調査

〔調査問題一覧表〕

大問 小問 問題の概要 出題の趣旨 領域
評価
の

観点
問題
形式

(a)「 事 実 」
を記述する問
題

(b)「方法」を
記述する問題

(c)「 理 由 」 を
記述する問題

1 (1) 問題場面の数量の関係を捉え，持っている
折り紙の枚数を求める式を選ぶ

問題場面の数量の関係を捉え，式に表すこと
ができるかどうかをみる

数
・
計

知 選
択

1 (2) はじめに持っていた折り紙の枚数を□枚と
したときの，問題場面を表す式を選ぶ

数量の関係を，□を用いた式に表すことがで
きるかどうかをみる

数
・
計

知 選
択

2 (1) ３５０× ２＝７００であることを基に，
３５０× １６の積の求め方と答えを書く

計算に関して成り立つ性質を活用して，計算
の仕方を考察し，求め方と答えを式や言葉を
用いて記述できるかどうかをみる

数
・
計

思 記
述 ○

2 (2) 除数が１／１０になったときの商の大きさ
について，正しいものを選ぶ

除数が小数である場合の除法において，除数
と商の大きさの関係について理解しているか
どうかをみる

数
・
計

知 選
択

3 (1) 作成途中の直方体の見取図について，辺と
して正しいものを選ぶ

直方体の見取図について理解し，かくことが
できるかどうかをみる

図
形 知 選

択

3 (2) 円柱の展開図について，側面の長方形の横
の長さが適切なものを選ぶ

直径の長さ，円周の長さ，円周率の関係につ
いて理解しているかどうかをみる

図
形 知 選

択

3 (3) 直径２２ｃｍのボールがぴったり入る箱の
体積を求める式を書く

球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係
を捉え，立方体の体積の求め方を式に表すこ
とができるかどうかをみる

図
形 思 短

答

3 (4) 五角柱の面の数を書き，そのわけを底面と
側面に着目して書く

角柱の底面や側面に着目し，五角柱の面の数
とその理由を言葉と数を用いて記述できるか
どうかをみる

図
形 思 記

述 ○

4 (1) ５４０÷ ０．６を計算する 除数が小数である場合の除法の計算をするこ
とができるかどうかをみる

数
・
計

知 短
答

4 (2) ３ 分 間 で １ ８ ０ ｍ 歩 く こ と を 基 に，
１８００ｍを歩くのにかかる時間を書く

速さが一定であることを基に，道のりと時間
の関係について考察できるかどうかをみる

変
・
関

思 短
答

4 (3)
家から学校までの道のりが等しく，かかっ
た時間が異なる二人の速さについて，どち
らが速いかを判断し，そのわけを書く

道のりが等しい場合の速さについて，時間を
基に判断し，その理由を言葉や数を用いて記
述できるかどうかをみる

変
・
関

思 記
述 ○

4 (4) 家から図書館までの自転車の速さが分速何
ｍかを書く

速さの意味について理解しているかどうかを
みる

変
・
関

知 短
答

５ (1) 円グラフから，２０２３年の桜の開花日に
ついて，４月の割合を読み取って書く

円グラフの特徴を理解し，割合を読み取るこ
とができるかどうかをみる

デ
ー
タ

知 短
答

５ (2)
示されたデータから，１９６０年代のＣ市
について，開花日が３月だった年と４月だ
った年がそれぞれ何回あったかを読み取り，
表に入る数を書く

簡単な二次元の表を読み取り，必要なデータ
を取り出して，落ちや重なりがないように分
類整理することができるかどうかをみる

デ
ー
タ

知 短
答

５ (3)
折れ線グラフから，開花日の月について，
３月の回数と４月の回数の違いが最も大き
い年代を読み取り，その年代について３月
の回数と４月の回数の違いを書く

折れ線グラフから必要な数値を読み取り，条
件に当てはまることを言葉と数を用いて記述
できるかどうかをみる

デ
ー
タ

思 記
述 ○

５ (4)
示された桜の開花予想日の求め方を基に，
開花予想日を求める式を選び，開花予想日
を書く

示された情報を基に，表から必要な数値を読
み取って式に表し，基準値を超えるかどうか
を判断できるかどうかをみる

数
・
計 

デ
ー
タ

思 短
答
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令和６年度の「解説資料」では，調査の概要が以下のように示されている。
〔出題の範囲と評価の観点について〕
中学校数学科の調査問題は，中学校数学科の指導のねらいからみて，今後の学習において活用される基礎的・基本的

な知識及び技能や，その知識及び技能が，生徒が問題解決をしていく過程でどのように用いられているかについて明確にし
て出題することとした。なお，中学校学習指導要領（平成29年告示）解説数学編において，資質・能力を育成していくた
めには，学習過程の果たす役割が極めて重要であり，数学科においては，数学的に問題発見・解決する過程を学習過程に
反映させることが重要であると述べられていることから，生徒が目的意識をもって数学的に問題発見・解決する過程を遂行
することに配慮し，問題を作成した。

〔調査問題について〕
出題の範囲として，学習指導要領第２章第３節数学における，「数と式」，「図形」，「関数」，「データの活用」の各領域

に示された指導内容をバランスよく出題することとした。なお，中学校第２学年までの内容となるようにしている。
また，評価の観点として，「知識・技能」，「思考・判断・表現」に関わるものを出題した。

中学校数学　調査の概要
令和６年度　全国学力・学習状況調査

〔調査問題一覧表〕

大問 小問 問題の概要 出題の趣旨 領域
評価
の

観点
問題
形式

(a) 見いだした
事柄や事実を説
明する問題

(b) 事柄を調べ
る方法や手順を
説明する問題

(c) 事柄が成り
立つ理由を説明
する問題

1 n を整数とするとき，連続する二つの偶数を，
それぞれ n を用いた式で表す

連続する二つの偶数を，文字を用いた式で表
すことができるかどうかをみる

数
・式 知 短

答

2 等式６x ＋２y ＝１を y について解く 等式を目的に応じて変形することができるか
どうかをみる

数
・式 知 短

答

3
正方形が回転移動したとき，回転前の正方形
の頂点に対応する頂点を，回転後の正方形か
ら選ぶ

回転移動について理解しているかどうかをみ
る

図
形 知 選

択

4
一次関数 y ＝ ax ＋ b について，a ＝１，b 
＝１のときのグラフに対して，b の値を変え
ずに，a の値を大きくしたときのグラフを選
ぶ

一次関数について，式とグラフの特徴を関連
付けて理解しているかどうかをみる

関
数 知 選

択

5 ２枚の１０円硬貨を同時に投げるとき，２枚
とも裏が出る確率を求める

簡単な場合について，確率を求めることがで
きるかどうかをみる

デ
ータ 知 短

答

6 ⑴
正三角形の各頂点に○を，各辺に□をかいた
図において，○に３，－５を入れるとき，そ
の和である□に入る整数を求める

問題場面における考察の対象を明確に捉え，
正の数と負の数の加法の計算ができる

数
・
式

知 短
答

6 ⑵
正三角形の各頂点に○を，各辺に□をかいた
図において，□に入る整数の和が○に入れた
整数の和の２倍になることの説明を完成する

目的に応じて式を変形したり，その意味を読
み取ったりして，事柄が成り立つ理由を説明
することができるかどうかをみる

数
・
式

思 記
述 ○

6 ⑶
正四面体の各頂点に○を，各辺に□をかいた
図において，○に入れた整数の和と□に入る
整数の和について予想できることを説明する

統合的・発展的に考え，成り立つ事柄を見い
だし，数学的な表現を用いて説明することが
できるかどうかをみる

数
・
式

思 記
述 ○

7 ⑴
障害物からの距離が１０ｃｍより小さいこと
を感知して止まる設定にした車型ロボットに
ついて実験した結果を基に，１０ｃｍの位置
から進んだ距離の最頻値を求める

与えられたデータから最頻値を求めることが
できるかどうかをみる

デ
ー
タ

知 短
答

7 ⑵

車型ロボットについて「速さが段階１から段
階５まで，だんだん速くなるにつれて，１０
ｃｍの位置から進んだ距離が長くなる傾向に
ある」と主張することができる理由を，五つ
の箱ひげ図を比較して説明する

複数の集団のデータの分布の傾向を比較して
読み取り，判断の理由を数学的な表現を用い
て説明することができるかどうかをみる

デ
ー
タ

思 記
述 ○

7 ⑶
車型ロボットについて，障害物からの距離の
設定を変えて調べたデータの分布から，四分
位範囲について読み取れることとして正しい
ものを選ぶ

複数の集団のデータの分布から，四分位範囲
を比較することができるかどうかをみる

デ
ー
タ

知 選
択

8 ⑴
ストーブの使用時間と灯油の残量の関係を表
すグラフと y 軸との交点Ｐの y 座標の値が
表すものを選ぶ

二つのグラフにおける y 軸との交点につい
て，事象に即して解釈することができるかど
うかをみる

関
数 知 選

択

8 ⑵
１８Ｌの灯油を使い切るまでの「強」の場合
と「弱」の場合のストーブの使用時間の違い
がおよそ何時間になるかを求める方法を，式
やグラフを用いて説明する

事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数
学的に説明することができるかどうかをみる

関
数 思 記

述 ○

8 ⑶
結衣さんがかいたグラフから，１８Ｌの灯油
を使い切るような「強」と「弱」のストーブ
の設定の組み合わせとその使用時間を書く

グラフの傾きや交点の意味を事象に即して解
釈することができるかどうかをみる

関
数 知 短

答

9 ⑴
点Ｃを線分ＡＢ上にとり，線分ＡＢについて
同じ側に正三角形ＰＡＣとＱＣＢをつくると
き，ＡＱ＝ＰＢであることを，三角形の合同
を基にして証明する

筋道を立てて考え，証明することができるか
どうかをみる

図
形 思 記

述 ○

9 ⑵
点Ｃを線分ＡＢ上にとり，線分ＡＢについて
同じ側に正三角形ＰＡＣとＱＣＢをつくると
き，∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの大きさについていえ
ることの説明として正しいものを選ぶ

事象を角の大きさに着目して観察し，問題解
決の過程や結果を振り返り，新たな性質を見
いだすことができるかどうかをみる

図
形 知 選

択



小算－ 5

⑵　あやのさんたちは、 350 kgの米を 1 人に同じ重さずつ配ると、何人に
配ることができるかについて考えています。

1 人に 7 kgずつ配る場合を考えます。
350 ÷ 7 ＝ 50
50 人に配ることができます。

7 kg 7 kg 7 kg

……

1 人に 0 .7 kgずつ配る場合を考えます。
何人に配ることができるのでしょうか。

……
0 .7 kg 0 .7 kg 0 .7 kg

あやの

はやて

小算－ 6

350 kg の米を 1 人に 7 kg ずつ配る場合と、 1 人に 0 .7 kg ずつ配る 

場合を比べると、どのようなことがいえますか。

下の １ と ２ と、 ３ と ４ の中から、それぞれ選んで、その番号 

を書きましょう。

350 kg の米を 1 人に 7 kg ずつ配ると、 50 人に配るこ

とができます。

1 人に 0 .7 kg ずつ配るとき、配ることができる人数は、 

 

50 人より
１　多い

２　少ない
です。

350 ÷ 7 ＝ 50 です。

350 ÷ 0 .7 の商は、 50 より
３　大きい

４　小さい
です。

4

特徴的な問題と対策
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の

学年・領域
評価の
観点

問題
形式

2 (2)
除数が１／１０になったときの
商の大きさについて，正しいも
のを選ぶ

除数が小数である場合の除法に
おいて，除数と商の大きさの関
係について理解しているかどう
かをみる

〔第５学年〕
Ａ　数と計算
(3)

知識・
技能

選択

！ チェック

350kg の米を１人に同じ重さずつ配
ると何人に配ることができるか，除法
を用いて求めることができることを，１
人に7kg ずつ配るという具体的な場
合について考える。「350kg の米を１
人に7kg ずつ配ると50人に配ること
ができる」ことを，「350÷7＝50」
の計算で求められることを確認する。

！ チェック

１人に7kg ずつ配る場合と，１人に
0.7kg ずつ配る場合を比較する問題
であることを把握する。

！ チェック

１人に7kg ずつ配る場合より，１人
に0.7kg ずつ配る場合の方が，１人
に配る重さが少ないので，たくさんの
人に配ることができることに気づく。

令和6年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 大問2(2)

小学校算数①

解答例 １，３

350kg の米を配る場面において，1人
に７kg ずつ配るときよりも，1人に
0.7kg ずつ配るときの方が多くの人に配
ることができることを理解しており，350
を７でわるときよりも0.7でわるときの方
が商が大きくなることも理解している。

！ チェック

350÷7より350÷0.7の方が，除数
が小さいことに着目する。

！ チェック

「１人に配る重さ」を減らすと「配る
ことができる人数」が増えるという場
面と，除法において除数を小さくする
と商が大きくなるという除数と商の大
きさの関係とを関連付けて考える。
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教科書との関連

４年上 P.41で，除数を□倍すると商は
□でわった数になり，除数を□でわると
商は□倍になることを説明しています。

４年上 P.43で，何十や何百を1位数で
わる計算のしかたを説明しています。

5年上 P.110～127「小数のわり算」では，学習指導要領〔第5学年〕
「Ａ 数と計算」「(３) 小数の乗法，除法」を取り扱っています。導入を
コミック仕立てにし，児童の興味・関心を喚起する構成です。

5年上 P.117で，除数が１より大きいとき商は被除数より小さくなり，除
数が１より小さいとき商は被除数より大きくなることを説明しています。



小算－14

⑶　かなたさんとほのかさんは、それぞれの家から学校まで歩いて行きました。

家から学校までの道のり

学校

かなたさんの家

300 m

900 m

1200 m

ほのかさんの家

家から学校までの道のりは、上の図のとおりです。

家から学校まで、かなたさんは 20 分間、ほのかさんは 24 分間かかり 

ました。

それぞれの家から学校までの歩く速さを比べると、かなたさんとほのか 

さんのどちらが速いですか。

下の １ と ２ から選んで、その番号を書きましょう。

また、その番号を選んだわけを、言葉や数を使って書きましょう。

１　かなたさん

２　ほのかさん

6

特徴的な問題と対策小学校算数②

！ チェック

かなたさんの家から学校までの道のり
は，900+300＝1200で1200ｍで
あることと，ほのかさんの家から学校
までの道のりは1200ｍであることを
把握する。

！ チェック

かなたさんの方がほのかさんより同じ
道のりを短い時間で歩いたことに着目
してどちらが速いか考え，理由を記述
する。

！ チェック

かなたさんの家から学校までの道のり
と，ほのかさんの家から学校までの道
のりは，どちらも1200ｍで等しいこ
とに気づく。

令和６年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 大問４(3)

！ チェック

速さを求めなくてもどちらが速いか判
断することができるが，２人の歩いた
速さを求めて比較してもよい。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の
学年・領域

評価の
観点

問題
形式

4 (3)

家から学校までの道のりが等し
く，かかった時間が異なる二人
の速さについて，どちらが速い
かを判断し，そのわけを書く

道のりが等しい場合の速さにつ
いて，時間を基に判断し，その
理由を言葉や数を用いて記述で
きるかどうかをみる

〔第５学年〕
Ｃ　変化と関係
(2)

思考・
判断・
表現

記述

解答例 【番号】 １
【わけ】 �かなたさん（以下 K）の家から学校までの道のりは，900 ＋ 300 ＝ 1200 で，1200 ｍで

す。K とほのかさん（以下 H）が歩いた道のりは，1200 ｍで同じです。かかった時間は，
K のほうが短いです。道のりが同じとき，時間が短いほど速さが速いので，K のほうが速
いです。

　　　� �または， K の家から学校までの道のりは，900 ＋ 300 ＝ 1200 で，1200 ｍです。だから，
K の歩く速さは，1200÷20 ＝ 60 で，分速 60 ｍです。H の歩く速さは，1200÷24 ＝ 50 で，
分速 50 ｍです。だから，K のほうが速いです。

K の方が速いと判断できており，Kと H が歩いた道のりが等しいことと，K がかかった時間が H がかかった時間より
も短いことも記述できている。
または，かなたさんの方が速いと判断できており，かなたさんの歩く速さとほのかさんの歩く速さも記述できている。



7

教科書との関連

5年上 P.146では，同じ時間で進んだ道のりをもとに速
さを比較したり，同じ道のりを進むのにかかった時間をも
とに速さを比較したりする内容を取り扱っています。

類似
問題

5年上 P.147～150で，速さを単位時間あたりの道のりで
表すことや，速さのいろいろな表し方，単位を揃えれば速さ
を比較できることなどを説明しています。

類似
問題

5年上 P.145～154「単位量あたりの大きさ⑵」では， 
学習指導要領〔第5学年〕「C 変化と関係」「(2) 異種の
二つの量の割合」を取り扱っています。

5年上 P.154では，5年上 P.146の学習内容を見方・
考え方に着目してふり返り，道のりか時間を揃えると速さ
を比較できることをまとめています。



小算－21

⑶　こうたさんは、 1970 年代から 2010 年代について、Ｃ市の桜の開花日
の月を調べました。すると、 1970 年代以

い

降
こう

は、開花日の月が 3 月と 4 月
のどちらかであることがわかりました。

そこで、開花日の月について、各年代の 3 月の回数と 4 月の回数を、下
のように折れ線グラフに表しました。

３月の回数と４月の回数
（回）
10

4 月

3 月

9
8
7
6
5
4
3
2
1
0 1970年代 1980年代 1990年代 2000年代 2010年代

小算－22

こうたさんたちは、左の折れ線グラフをもとに、気づいたことについて 

話し合っています。

1970 年代は、 3 月の回数より 4 月の回数のほうが 4 回多い 

ですね。

3 月の回数と 4 月の回数が同じ年代がありますね。

3 月の回数と 4 月の回数のちがいが大きい年代がありますね。

左の折れ線グラフで、 3月の回数と 4 月の回数のちがいが最も大きい年代 

はいつですか。また、その年代について、 3 月の回数と 4 月の回数のちがい 

は何回ですか。

ちがいが最も大きい年代と、その年代について、 3 月の回数と 4 月の回数 

が何回ちがうかを、言葉と数を使って書きましょう。

こうた

ひなの

しおり

特徴的な問題と対策

8

！ チェック

1970年代から2010年代について，
Ｃ市の桜の開花日の月が3月だった回
数と4月だった回数を調べて表した折
れ線グラフであることを把握する。

小学校算数③

令和6年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 大問5(3)

！ チェック

横の軸が年代，縦の軸が回数を表し
ていて，３月の回数は実線，４月の回
数は破線で表されていることを把握す
る。

！ チェック

こうたさんたちの話と照らし合わせな
がら折れ線グラフを確認する。
２つの折れ線が重なっているところで
は，３月の回数と４月の回数が同じに
なっていて，２つの折れ線が大きく離
れているところでは回数の違いが大き
くなっていることに気づく。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の
学年・領域

評価の
観点

問題
形式

5 (3)

折れ線グラフから，開花日の月に
ついて，３月の回数と４月の回数
の違いが最も大きい年代を読み取
り，その年代について３月の回数
と４月の回数の違いを書く

折れ線グラフから必要な数値を
読み取り，条件に当てはまるこ
とを言葉と数を用いて記述でき
るかどうかをみる

〔第３学年〕
Ｄ　データの活用
(1)

〔第４学年〕
Ｄ　データの活用
(1)

思考・
判断・
表現

記述

解答例 ３月の回数と４月の回数のちがいが最も大きい年代は，2000 年代で，2000 年代の３月の回数と
４月の回数のちがいは６回です。

３月の回数と４月の回数の違いが最も大きい年代が2000年代であることを記述できており，2000年代の３月の回
数と４月の回数の違いが６回であることも記述できている。

！ チェック

２つの折れ線がいちばん大きく離れて
いる2000年代の３月と４月の回数を
グラフから読み取り，ちがいが最も大
きい年代が2000年代であることと，
2000年代の3月の回数と4月の回数
のちがいを，言葉と数を使って記述す
る。



小算－23

⑷　こうたさんは、 3 月 19 日の卒業式の日までに、桜が開花してほしいと

思っています。

桜がいつ開花するか知りたいと思い、桜の開花予想日について調べたと 

ころ、下のような桜の開花予想日の求め方を見つけました。

桜の開花予想日の求め方

①　2 月 1 日から、毎日の最高気温の数
すう

値
ち

をたしていく。

②　毎日の最高気温の数値をたした答えが、初めて 600 以上になった

その日を桜の開花予想日とする。

今日は 3 月 16 日です。桜はまだ開花していません。

桜の開花予想日の求め方の①のように計算すると、 3 月 15 日までの 

最高気温の数値をたした答えは 549 でした。

3 月 16 日からの最高気温の予報は、下の表のとおりです。

３月 16 日から３月 19 日までの最高気温の予報

日にち 3 月 16 日 3 月 17 日 3 月 18 日 3 月 19 日

最高気温（度） 21 20 15 14

こうた

小算－24

こうたさんは、 3 月 16 日以
い

降
こう

は予報どおりの最高気温になるとして、

桜の開花予想日の求め方を使って、桜の開花予想日を求めました。

桜の開花予想日について、次のようにまとめることができます。

最高気温の数値をたしていった答えが、初めて 600 以上に

なる式は、 ㋒ だから、  

桜の開花予想日は 3 月 ㋓ 日です。

上の㋒に入る式を、下の １ から ４ までの中から 1 つ選んで、その番

号を書きましょう。また、上の㋓に入る数を書きましょう。

１　549 ＋ 21
２　549 ＋ 21 ＋ 20
３　549 ＋ 21 ＋ 20 ＋ 15
４　549 ＋ 21 ＋ 20 ＋ 15 ＋ 14

9

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の
学年・領域

評価の
観点

問題
形式

5 (4)
示された桜の開花予想日の求め
方を基に，開花予想日を求める
式を選び，開花予想日を書く

示された情報を基に，表から必
要な数値を読み取って式に表
し，基準値を超えるかどうかを
判断できるかどうかをみる

〔第２学年〕
Ａ数と計算
(1)

〔第３学年〕
Ｄ　データの活用
(1)

思考・
判断・
表現

短答

！ チェック

2月1日から毎日の最高気温の数値を
たした答えが600以上になった日を
桜の開花予想日とすることを把握す
る。

！ チェック

2月1日から3月15日までの毎日の
最高気温の数値をたした答えが549
であることを読み取り，3月１６日か
らの最高気温の予報の数値を600以
上になるまでたしていけば桜の開花予
想日が求められることに気づく。

！ チェック

549＋21＋20＝590
549＋21＋20＋15＝605
より，2月1日からの毎日の最高気温
の数値をたした答えが初めて600以
上になるのは，3月18日であることに
気づく。

解答例

㋒ 3　　㋓ 18

桜の開花予想日の求め方と最高気温の
予報の表などを基に，和が初めて600
以上になる日が18日であると判断でき
ており，その根拠を和が初めて600以
上になる式に表すことができている。

令和6年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 大問5(4)



教科書との関連

10

3年下 P.130～133では，学習指導要領〔第3
学年〕「D データの活用」「(1) 表と棒グラフ」を
取り扱っています。

4年下 P.142～147では，学習指導要領〔第4
学年〕「D データの活用」「(1) データの分類整理」
を取り扱っています。

４年上 P.28～29で，折れ線グラフの読み方や，２つの
折れ線グラフをまとめてかくと違いがよくわかることなど
を説明しています。

４年上 P.31，33，下 P.152，153で，2つの折れ線グラ
フの違いを読み取る問題を扱っています。



11

3年上 P.100～101，下 P.146～147「算数をつかって」では，日常生活の場面のデータを表
やグラフに表し，そのグラフから特徴や傾向を捉え，見いだしたことを表現できるようにする内容
を取り扱っています。

2年上 P.86～99，下 P.66～79では， 学習指
導要領〔第2学年〕「Ａ 数と計算」「(1) 数の構
成と表し方」を取り扱っています。

２年上 P.38～51「たし算のひっ算」で，２位数の加法の
筆算のしかたやその意味について説明しています。
P.48では，３口の加法についても扱っています。



中数－ 7

次の図１は、正三角形の３つの頂点に○を、３つの辺に□をかいた 
ものです。○には整数を１つずつ入れ、□にはその□がかかれている 
辺の両端

たん

の○に入れた整数の和が入ります。

図１

計算の例

３つの○に１、３、６を入れると
３つの□にはそれぞれ
１+３、 ３+６、 ６+１
の計算結果が入る。
だから、３つの□には４、９、７
が入る。

図２

４ ７

３ ９ ６

１

６
りょう

中数－ 7

次の図１は、正三角形の３つの頂点に○を、３つの辺に□をかいた 
ものです。○には整数を１つずつ入れ、□にはその□がかかれている 
辺の両端

たん

の○に入れた整数の和が入ります。

図１

計算の例

３つの○に１、３、６を入れると
３つの□にはそれぞれ
１+３、 ３+６、 ６+１
の計算結果が入る。
だから、３つの□には４、９、７
が入る。

図２

４ ７

３ ９ ６

１

６
りょう

中数－ 9

（２）次の図は、千夏さんと優真さんが考えてかいたものです。

図３ 図４

６ -３

８ ７ -１

-２

１ ２

１ ３ ２

０

千夏さんは、図２、図３、図４を見ながら、○に入れた整数の和 
と□に入る整数の和の間に何か関係があるのではないかと考え、次 
のように調べてみました。

調べたこと

○に入れた整数の和 □に入る整数の和

図２ １ +３+ ６ ＝１０ ４+９+ ７ ＝２０

図３ （-２）+８+（-１）＝ ５ ６+７+（-３）＝１０

図４ ０ +１+ ２ ＝ ３ １+３+ ２ ＝ ６

中数－10

前ページの調べたことから、２０＝２#１０、１０＝２#５、 
６＝２#３のように、「□に入る整数の和は、○に入れた整数の和の 
２倍になる」と予想することができます。この予想が成り立つこと 
を説明します。下の説明を完成しなさい。

説明

○に入れた整数を a、b、c とすると、
３つの□に入る整数は、
a ＋ b、b ＋ c、c ＋ a と表される。
それらの和は、

a

b c

　（ a ＋ b）＋（ b ＋ c）＋（ c ＋ a）
＝12

特徴的な問題と対策中学校数学①
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の

学年・領域
評価の
観点

問題
形式

6 (2)

正三角形の各頂点に○を，各辺に□
をかいた図において，□に入る整数
の和が○に入れた整数の和の２倍に
なることの説明を完成する

目的に応じて式を変形したり，その
意味を読み取ったりして，事柄が成
り立つ理由を説明することができる
かどうかをみる

〔第２学年〕
Ａ　数と式
(1)

思考・
判断・
表現

記述

！ チェック

具体的な計算の例をもとに，問題場
面における考察の対象を把握する。

令和6年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 大問6(2）

解答例
・�２（a＋ b＋ c）
a＋b＋cは○に入れた整数の和だから，
２（a＋ b＋ c）は○に入れた整数の和
の２倍である。したがって，□に入る整
数の和は，○に入れた整数の和の２倍
である。
・�２a＋２b＋２c
（２a＋２b＋２c）÷２＝ a＋ b＋ c
ここで a＋ b＋ c は○に入れた整数の和
だから，２a＋２b＋２c は○に入れた整
数の和の２倍である。したがって，□に
入る整数の和は，○に入れた整数の和
の２倍である。

＜２（a＋b＋c）と計算している場合＞
次の (a)，(b) について記述している。
(a)a＋ b＋ c は○に入れた整数の和だ
から，(b)２（a＋ b＋ c）は○に入れた
整数の和の２倍である。
＜２a＋２b＋２cと計算している場合＞
次の (c)，(d)，(e) について記述している。
(c)２a＋２b＋２c が a＋ b＋ c の２倍
になることを示している。(d)a＋ b＋ c
は○に入れた整数の和だから，(e)２a＋
２b＋２c は○に入れた整数の和の２倍
である。

！ チェック

□に入る整数の和が○に入れた整数
の和の２倍になっていることに気づく。

！ チェック

予想が成り立つ理由を，文字式や言葉
を用いて根拠を明らかにして説明する。
□に入る整数の和を表した式を２×

（○に入れた整数の和）の形にすれば
よいという見通しをもち，それに沿っ
て式を変形する。
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教科書との関連

2年 P.36～37では，予想や予想が成
り立つ理由の説明を，文字式や言葉を
用いて数学的に表現する問題を掲載し
ています。

2年 P.30～31では，数学的な表
現を用いて論理的に説明し伝え合
う活動を扱っています。
具体的な数値にする考え方につい
て話し合うことで問題点を明らかに
し，文字を用いることで普遍的な証
明の必要性や重要性に気づくこと
ができる内容になっています。

類似
問題

2年 P.25～33で文字式の利用について取り扱っており，P.26～31
では，数や図形の性質を帰納や類推によって予想し，文字式を用いて
一般的に説明する内容を取り扱っています。

2年 P.12～39「式の計算」では，学習
指導要領〔第2学年〕「Ａ 数と式」「(1)
文字を用いた式」を取り扱っています。



中数－15

（２）咲希さんは、車型ロボットの速さを変えたときに、１０cm の位置 
から進んだ距離がどうなるか調べることにしました。そこで、速さ 
を段階１から段階５まで変えて、１０cm の位置から進んだ距離をそ 
れぞれ２０回ずつ調べ、データを集めました。そして、データの分布 
の傾

けい

向
こう

を比
ひ

較
かく

するために箱ひげ図に表しました。

１０cm の位置から進んだ距離の分布

段階１
遅い

速い

段階２

段階３

段階４

段階５

０ １ ２ ３ ４ ５ ６（cm）

１０cm の位置から進んだ距離（cm）

最小値
第１

四分位数
中央値

第３
四分位数

最大値

段階１ １.５ １.９ ２.０ ２.２ ２.４

段階２ １.９ ２.３ ２.５ ２.７ ２.９

段階３ ２.４ ２.８ ３.０ ３.２ ３.５

段階４ ３.１ ３.３ ３.５ ３.８ ４.３

段階５ ３.０ ３.８ ４.２ ４.５ ４.８

中数－16

前ページの１０cm の位置から進んだ距離の分布から、「速さが 
段階１から段階５まで、だんだん速くなるにつれて、１０cm の位置 
から進んだ距離が長くなる傾向にある」と主張することができます。 
そのように主張することができる理由を、１０cm の位置から進んだ 
距離の分布の５つの箱ひげ図を比較して説明します。下の説明を完 
成しなさい。

説明

したがって、速さが段階１から段階５まで、だんだん速くなるに 
つれて、１０cm の位置から進んだ距離が長くなる傾向にある。

14

特徴的な問題と対策中学校数学②
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の

学年・領域
評価の
観点

問題
形式

7 (2)

車型ロボットについて「速さが段階
１から段階５まで，だんだん速くな
るにつれて，１０ｃｍの位置から進
んだ距離が長くなる傾向にある」と
主張することができる理由を，五つ
の箱ひげ図を比較して説明する

複数の集団のデータの分布の
傾向を比較して読み取り，判
断の理由を数学的な表現を用
いて説明することができるか
どうかをみる

〔第２学年〕
Ｄ　データの活用
(1)

思考・
判断・
表現

記述

令和6年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 大問7(2)

！ チェック

速さが段階１から段階５まで，だんだ
ん速くなるにつれて，箱ひげ図の箱の
位置が右側にずれていっていること
や，第１四分位数と第３四分位数が
だんだんと大きくなっていることに気
づく。

！ チェック

段階１から段階５までのデータの分
布の傾向を比較して読み取り，判断の
理由を数学的な表現を用いて説明す
る。

！ チェック

障害物を感知して止まる車型ロボット
について，実験したデータを表や箱ひ
げ図に整理して分析し，それらから分
布の傾向を捉える場面であることを把
握する。

解答例

・�速さが段階１から段階５まで，だんだ
ん速くなるにつれて，箱ひげ図の箱の
位置が右側にずれていっている。

・�速さが段階１から段階５まで，だんだ
ん速くなるにつれて，第１四分位数と
第３四分位数が大きくなっている。

正答の条件は以下の通りである。
次の (a)又は (b) について記述している
もの。
(a) 箱ひげ図の箱がだんだんと右側にず
れていっていること。
(b) 第１四分位数と第３四分位数がだ
んだんと大きくなっていること。
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教科書との関連

2年 P.200～201で，四分位数や四分位範囲の意味や，
箱ひげ図のかき方について説明しています。

2年 P.202～205では，箱ひげ図を
基に母集団の傾向から読み取れるこ
とを考え表現したり，複数の箱ひげ図
からそれぞれのデータの特徴を読み
取り比較の仕方を考えたりする問題
を掲載しています。

2年 P.206～208では，箱ひげ図な
どを用いて，メルボルンと東京の気温
の分布の傾向を比較して読み取り，批
判的，多面的に考察し判断する活動
を扱っています。
折れ線グラフと比較することで箱ひげ
図の情報量の多さを実感するととも
に，過去のデータから未来のことが予
測できるといった数学のよさを感じさ
せることができる内容になっています。

2年 P.198～212「データの分布」では，学習指導要領
〔第2学年〕「D データの活用」「(1) データの分布」を
取り扱っています。



中数－19

第一中学校の文化祭では、会場の体育館を暖めるために、灯油を燃 
料とする大型のストーブを設置します。文化祭当日は、体育館を６時 
間使用します。文化祭の実行委員の結衣さんは、１８Ｌの灯油が入った 
ストーブの使用計画を立てることになりました。ストーブの説明書に 
は、次の情報が書かれています。

説明書の情報

ストーブの設定 強 弱

１時間あたりの灯油使用量（Ｌ） ４.０ ２.５

結衣さんは、ストーブを６時間使用して、１８Ｌの灯油をちょうど 
使い切るように、「強」と「弱」の設定の組み合わせを考えることに 
しました。そのために、１８Ｌの灯油が入ったストーブの「強」の場 
合と「弱」の場合について、ストーブの使用時間と灯油の残量の関係 
を調べることにしました。

そこで、結衣さんは、説明書の情報の１時間あたりの灯油使用量は 
常に一定であるとし、ストーブを使用し始めてから x 時間経過したと 
きの灯油の残量を y Ｌとして、「強」の場合と「弱」の場合の x と y 
の関係をそれぞれ y ＝１８-４x、y ＝１８-２.５x と表しました。そし 
て、この２つの式をそれぞれ y ＝ -４x+１８、y ＝ -２.５x+１８と 
表し直し、次のページのようなグラフをかきました。

８

中数－20

ストーブの使用時間と灯油の残量

「強」の場合の式　y ＝ -４x+１８
「弱」の場合の式　y ＝ -２.５x+１８

（Ｌ）y

２０
１８ Ｐ

１６
１４
１２
１０
８
６
４
２

Ｏ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
x

（時間）

「弱」の場合
のグラフ

「強」の場合
のグラフ

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）ストーブの使用時間と灯油の残量の「強」の場合と「弱」の場合 
のグラフは、どちらも点Ｐで y 軸

じく

と交わっています。点Ｐの y 座標 
の値は、何を表していますか。下のアからエまでの中から正しいも 
のを１つ選びなさい。

ア　ストーブを使用し始めるときの灯油の残量

イ　ストーブを使用し始めるときの時間

ウ　「強」の場合のストーブの１時間あたりの灯油使用量

エ　「弱」の場合のストーブの１時間あたりの灯油使用量

中数－21

（２）前ページのストーブの使用時間と灯油の残量から、ストーブを使 
用し始めてから１８Ｌの灯油を使い切るまでの「強」の場合と「弱」 
の場合の使用時間の違

ちが

いがおよそ何時間になるかを考えます。下の 
ア、イのどちらかを選び、それを用いて「強」の場合と「弱」の場 
合のストーブの使用時間の違いがおよそ何時間になるかを求める方 
法を説明しなさい。ア、イのどちらを選んで説明してもかまいませ 
ん。また、実際に何時間かを求める必要はありません。

ア　「強」の場合の式 y ＝ -４x+１８と「弱」の場合 
の式 y ＝ -２.５x+１８

イ　「強」の場合のグラフと「弱」の場合のグラフ
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特徴的な問題と対策中学校数学③
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の

学年・領域
評価の
観点

問題
形式

８ (2)

１８Ｌの灯油を使い切るまでの「強」
の場合と「弱」の場合のストーブの
使用時間の違いがおよそ何時間にな
るかを求める方法を，式やグラフを
用いて説明する

事象を数学的に解釈し，問題解決の
方法を数学的に説明することができ
るかどうかをみる

〔第２学年〕
Ｃ　関数
(1)

思考・
判断・
表現

記述

令和8年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 大問８(2)

！ チェック

ストーブを使用し始めてから１８Ｌの
灯油を使い切るまでの「強」の場合と

「弱」の場合の使用時間の違いを求め
る方法を，「強」の場合の式と「弱」
の場合の式，又は，「強」の場合のグ
ラフと「弱」の場合のグラフのどちら
かを選択し，それを用いて数学的に説
明する。

！ チェック

式を用いる場合は，2つの式に y＝０
を代入してそれらの式から x の値の差
を求めること，グラフを用いる場合は，
二つのグラフの y座標が０である点に
着目して x の値の差を求めることや２
点間の距離を読み取ることを記述す
る。

！ チェック

ストーブを使用し始めてから１８Ｌの
灯油を使い切るまでの「強」の場合と

「弱」の場合について，ストーブの使
用時間と灯油の残量に関数関係を見
いだし考察する場面であることを把握
する。

解答例

・アを選択して
「強」の場合の式と「弱」の場合の式に
ついて，それぞれの式にｙ＝０を代入し，
ｘの値の差を求める。

「用い方」として，2つの式に「y＝０を
代入する」ことと，それに対応する「x
の値の差を求める」ことを明示して記述
している。
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教科書との関連

2年 P.95～96で，時間と水温の関係を1次関数とみなし，
水が沸騰する時間などを予測する活動を扱っています。

2年 P.104では1次関数の式やグラフを活用して，印刷代
がもっとも安い印刷所を選ぶ方法を説明する問題を掲載し
ています。

2年 P.101，105，106では，1次関数を用いて
日常の事象や社会の事象を捉え考察する問題を
掲載しています。1次関数が実生活に役立ってい
ることを実感できる内容になっています。

2年 P.70～106「1次関数」では，学習指導
要領〔第2学年〕「C 関数」「(1)一次関数」
を取り扱っています。

類似
問題



中数－23

線分ＡＢがあります。線分ＡＢ上に点Ｃをとり、ＡＣ、ＣＢをそれぞ 
れ１辺とする正三角形ＰＡＣ、ＱＣＢを、線分ＡＢについて同じ側につく 
ります。そして、点Ａと点Ｑ、点Ｂと点Ｐを結びます。ただし、点Ｃ 
は点Ａ、Ｂと重ならないものとします。

桃子さんは次の図１のように点Ｃをとり、健太さんは次の図２のよ 
うに線分ＡＢの中点に点Ｃをとりました。

図１ 図２
Ｑ

Ｐ

Ａ Ｃ Ｂ

ＱＰ

Ａ Ｃ Ｂ

二人は図１と図２を観察し、線分や角についていえることがないか 
気になりました。そこで、コンピュータを使って点Ｃを動かしながら 
調べました。

Ｑ

Ｐ

Ａ Ｃ Ｂ

ＱＰ

Ａ Ｃ Ｂ

Ｑ

Ｐ

Ａ Ｃ Ｂ

９

中数－24

次の（１）、（２）の各問いに答えなさい。

（１）桃子さんは、コンピュータを使って 
調べたことから、点Ｃが線分ＡＢ上の 
どこにあっても、ＡＱ＝ＰＢになると 
予想しました。

桃子さんの予想したＡＱ＝ＰＢがいつ 
でも成り立つことは、 ＱＡＣ≡ ＢＰＣ 
を示すことで証明できます。ＡＱ＝ＰＢ 
になることの証明を完成しなさい。

証明

ＱＡＣと ＢＰＣにおいて、

合同な図形の対応する辺は等しいから、
ＡＱ＝ＰＢ

Ｑ

Ｐ

Ａ Ｃ Ｂ

中数－24

次の（１）、（２）の各問いに答えなさい。

（１）桃子さんは、コンピュータを使って 
調べたことから、点Ｃが線分ＡＢ上の 
どこにあっても、ＡＱ＝ＰＢになると 
予想しました。

桃子さんの予想したＡＱ＝ＰＢがいつ 
でも成り立つことは、 ＱＡＣ≡ ＢＰＣ 
を示すことで証明できます。ＡＱ＝ＰＢ 
になることの証明を完成しなさい。

証明

ＱＡＣと ＢＰＣにおいて、

合同な図形の対応する辺は等しいから、
ＡＱ＝ＰＢ

Ｑ

Ｐ

Ａ Ｃ Ｂ

特徴的な問題と対策
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中学校数学④
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の

学年・領域
評価の
観点

問題
形式

9 (1)

点Ｃを線分ＡＢ上にとり，線分ＡＢ
について同じ側に正三角形ＰＡＣと
ＱＣＢをつくるとき，ＡＱ＝ＰＢで
あることを，三角形の合同を基にし
て証明する

筋道を立てて考え，証明することが
できるかどうかをみる

〔第２学年〕
B　図形
(2)

思考・
判断・
表現

記述

令和6年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 大問9(1)

！ チェック

点 C の取り方によって2つの正三角
形PAC，QCBの大きさは変化するが，
△ PAC，△ QCB が正三角形である
ことは変わらない。つまりどのように
点 C をとっても，
AC＝ CP＝ PA，CB＝ BQ＝ QC，
∠ PAC＝∠ ACP＝∠ CPA＝60°，
∠ QCB＝∠ CBQ＝∠ BQC＝60°
であることは変わらないということに
気づく。

！ チェック

△ＱＡＣと△ＢＰＣにおいて対応する辺
や角の大きさについて分かることを整
理し，合同を示すために必要な関係を
見いだして，証明の方針を立て，それ
に基づいて証明の続きを記述する。
∠ＰＣＱや正三角形の一つの内角の大
きさが６０° であることに着目して，
∠ＡＣＱ＝∠ＰＣＢを示す必要があるこ
とに気づく。

解答例

・正三角形の辺はすべて等しいから，
ＡＣ＝ＰＣ……①
ＣＱ＝ＣＢ……②
正三角形の１つの内角は６０° より，
∠ＡＣＱ＝６０°＋∠ＰＣＱ
∠ＰＣＢ＝６０°＋∠ＰＣＱ
よって，∠ＡＣＱ＝∠ＰＣＢ……③
①，②，③より，２組の辺とその間の角
がそれぞれ等しいから，
△ＱＡＣ≡△ＢＰＣ

「ＡＣ＝ＰＣ」，「ＣＱ＝ＣＢ」，「∠ＡＣＱ＝
∠ＰＣＢ」，「△ＱＡＣ≡△ＢＰＣ」を記述し，
それぞれの根拠について記述している。



中数－25

（２）健太さんは、線分ＡＢの中点に点Ｃを 
とった場合に∠ＡＱＣと∠ＢＰＣが等しく 
見えたことから、他の場合にはどうなる 
か気になりました。

そこで、次の図３のように、線分ＡＢ 
の中点をＭとして、点Ａから点Ｂの方向へ点Ｃを動かした場合に 
∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの大きさがどうなるかを調べ、下のようにまと 
めました。

図３
Ｑ

Ｐ

Ａ Ｃ Ｍ Ｂ

ＱＰ

Ａ
（Ｍ）

Ｃ Ｂ

Ｑ
Ｐ

Ａ ＣＭ Ｂ

調べたこと

○ 　点Ｃが点Ａから点Ｂに近づくにつれて、 ∠ＡＱＣは大きく 
なり、∠ＢＰＣは小さくなる。

○ 　点Ｃが線分ＡＢの中点のとき、∠ＡＱＣと∠ＢＰＣは等しく、 
どちらも３０°である。

∠ＢＰＣ ∠ＡＱＣ
ＱＰ

Ａ Ｃ Ｂ

中数－26

健太さんは、前ページの調べたことから、∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの和に 
ついて何かいえることがないか考えています。

このとき、∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの和について、次のことがいえます。

◎ 　点Ｃが点Ａと中点Ｍの間にあるとき、 
∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの和は 。

◎ 　点Ｃが中点Ｍと点Ｂの間にあるとき、 
∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの和は 。

上の 、 のそれぞれに当てはまるものを、下の 
アからエまでの中から１つずつ選びなさい。

ア　６０°より大きい

イ　６０°より小さい

ウ　６０°になる

エ　６０°より大きいことも小さいこともある

19

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の
学年・領域

評価の
観点

問題
形式

9 (2)

点Ｃを線分ＡＢ上にとり，線分ＡＢ
について同じ側に正三角形ＰＡＣと
ＱＣＢをつくるとき，∠ＡＱＣと∠Ｂ
ＰＣの大きさについていえることの
説明として正しいものを選ぶ

事象を角の大きさに着目して
観察し，問題解決の過程や結
果を振り返り，新たな性質を
見いだすことができるかどう
かをみる

〔第２学年〕
Ｂ　図形
(2)

知識・
技能 選択

令和6年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 大問9(2)

！ チェック

∠ AQCと∠ BPC の和に着目し，性質
を見いだす場面であること把握する。
点Ｃが中点Ｍにあるとき，∠ＡＱＣと∠
ＢＰＣは等しく，どちらも30° であるこ
とから，∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの和は60°
になることを確認する。

！ チェック

点Ｃが点Ａと点Ｂの間を動いた場合，
∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの和がどのように変
化するかを考察する。
△ＱＡＣ≡△ＢＰＣを証明したことをふ
り返り，∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの和は６０°
で一定であることを見いだす。

！ チェック

点 C を点 A から点 B の方向へ動か
した場合の∠ AQCと∠ BPC の大きさ
について考察する場面であることを把
握する。

解答例

① ウ ② ウ

∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの和についていえるこ
ととして，点Ｃを線分ＡＢ上のどこにとっ
ても∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの和は６０° になる
ことを捉えることができていると考えられ
る。



教科書との関連
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2年 P.146～176「三角形・四角形」で
は，学習指導要領〔第2学年〕「B 図形」

「(2)図形の合同」を取り扱っています。
導入に空間図形の中に平面図形を見いだ
したり，平面図形とみなして考えたりする
活動を入れています。
遊具を平面図形とみることで，平面図形の
辺や角の性質に関心をもたせ，学習への動
機付けとします。

「図形として見る」活動を大切にするため，
遊具の写真ではなく挿絵で表しています。

2年 P.148～154で，二等辺三角形や
正三角形の性質を，三角形の合同条件
などを用いて証明する内容を取り扱って
います。

2年 P.153～154では，正三角形は二
等辺三角形の特別な場合であるという
見方に基づいて正三角形の性質を
見いだし，その見いだしたことがらを演
繹的に正しいと証明する内容を取り扱っ
ています。
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類似
問題

類似
問題

2年 P.154で，線分 AB上に点 C を
とり，AC，BC をそれぞれ1辺とする
正三角形 ACP，CBQ をつくるとき，
AQ＝ PB であることを証明する問題
を掲載しています。

2年 P.175～176では，線分 AB上に点 C をとり，
AC，BC をそれぞれ1辺とする正三角形 ACP，CBQ
をつくって，正三角形 CBQ を点 C を回転の中心とし
て回転移動したときにも AQ=PB が成り立つかどうか
調べて証明する活動を扱っています。
正三角形でなく正方形の場合や，点 C を線分 AB外に
とった場合に，どのようなことが成り立つか調べて証明
する問題も掲載し，問題を発展的に考えたり統合的に
捉えたりすることができるようにしています。



22

〔学習状況調査 生徒質問紙 質問事項〕　令和6年度　小学校算数

番号 質問事項
質問事項 1 ～ 14 までは共通の四択式解答

１ 朝食を毎日食べている
２ 毎日，同じくらいの時刻に寝ている
３ 毎日，同じくらいの時刻に起きている
４ 自分には，よいところがあると思う
５ 先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思う
６ 先生は，授業やテストで間違えたところや，理解していないところについて，分かるまで教えてくれていると思う
７ 将来の夢や目標を持っている
８ 人が困っているときは，進んで助けている
９ いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思う

１０ 困りごとや不安がある時に，先生や学校にいる大人にいつでも相談できる
１１ 人の役に立つ人間になりたいと思う
１２ 学校に行くのは楽しいと思う
１３ 自分と違う意見について考えるのは楽しい
１４ 友達関係に満足している
質問事項 15 ～ 28 は，質問ごと固有の選択式解答
１５ 普段の生活の中で，幸せな気持ちになることはどれくらいありますか。
１６ 家で自分で計画を立てて勉強をしていますか（学校の授業の予習や復習を含みます）。

１７ 学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に
教わっている時間，インターネットを活用して学ぶ時間も含みます）。

１８ 土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている
時間，インターネットを活用して学ぶ時間も含みます）。

１９ 学習塾の先生や家庭教師の先生に教わっていますか（インターネットを通じて教わっている場合も含みます）。

２０ 学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，読書をしますか（電子書籍の読書も含みます。教科書や参考書，
漫画や雑誌は除きます）。

２１ 昼休みや放課後，学校が休みの日に，本（教科書や参考書，漫画や雑誌は除きます）を読んだり，借りたりするために，学校図書館・学校図書室や地
域の図書館（それぞれ電子図書館を含む）にどれくらい行きますか。

２２ あなたの家には，およそどれくらいの本がありますか（一般の雑誌，新聞，教科書は除きます）。
２３ 新聞を読んでいますか。
２４ 読書は好きですか。
質問事項 25 ～ 28 までは共通の四択式解答
２５ 今住んでいる地域の行事に参加している
２６ 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う
２７ 外国の人と友達になったり，外国のことについてもっと知ったりしてみたいと思う
２８ 日本やあなたが住んでいる地域のことについて，外国の人にもっと知ってもらいたいと思う
質問事項 29 ～ 32 は，質問ごと固有の選択式解答
２９ ５年生までに受けた授業で，PC・タブレットなどの ICT 機器を，どの程度使用しましたか。
３０ 学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか。

３１ 学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，PC・タブレットなどの ICT 機器を，勉強のために使っていますか（遊
びなどの目的に使う時間は除きます）。

３２ 授業で，自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表していましたか。
質問事項 33 ～ 35 までは共通の四択式解答
３３ 授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいた
３４ 授業では，各教科などで学んだことを生かしながら，自分の考えをまとめる活動を行っていた
３５ 授業は，自分にあった教え方，教材，学習時間などになっていた
質問事項 36 は，固有の選択式解答
３６ 学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができていますか。
質問事項 37 ～ 42 は，共通の四択式解答
３７ 学習した内容について，分かった点や，よく分からなかった点を見直し，次の学習につなげることができている
３８ 授業で学んだことを，ほかの学習で生かしている
３９ 総合的な学習の時間では，自分で課題を立てて情報を集め整理して，調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいる
４０ あなたの学級では，学級生活をよりよくするために学級活動で話し合い，互いの意見のよさを生かして解決方法を決めている
４１ 学級活動における学級での話合いを生かして，今，自分が努力すべきことを決めて取り組んでいる
４２ 道徳の授業では，自分の考えを深めたり，学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいる
質問事項 43 ～ 50 は，国語の質問のため省略
５１ 算数の勉強は好きだ
５２ 算数の勉強は大切だ
５３ 算数の授業の内容はよく分かる
５４ 算数の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つ
質問事項 55 ～ 59 は，英語の質問のため省略
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〔学習状況調査 生徒質問紙 質問事項〕　令和６年度　中学校数学

番号 質問事項
質問事項 1 ～ 14 までは共通の四択式解答

１ 朝食を毎日食べている
２ 毎日，同じくらいの時刻に寝ている
３ 毎日，同じくらいの時刻に起きている
４ 自分には，よいところがあると思う
５ 先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思う
６ 先生は，授業やテストで間違えたところや，理解していないところについて，分かるまで教えてくれていると思う
７ 将来の夢や目標を持っている
８ 人が困っているときは，進んで助けている
９ いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思う

１０ 困りごとや不安がある時に，先生や学校にいる大人にいつでも相談できる
１１ 人の役に立つ人間になりたいと思う
１２ 学校に行くのは楽しいと思う
１３ 自分と違う意見について考えるのは楽しい
１４ 友達関係に満足している
質問事項 15 ～ 28 は，質問ごと固有の選択式解答
１５ 普段の生活の中で，幸せな気持ちになることはどれくらいありますか。
１６ 家で自分で計画を立てて勉強をしていますか（学校の授業の予習や復習を含みます）。

１７ 学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に
教わっている時間，インターネットを活用して学ぶ時間も含みます）。

１８ 土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている
時間，インターネットを活用して学ぶ時間も含みます）。

１９ 学習塾の先生や家庭教師の先生に教わっていますか（インターネットを通じて教わっている場合も含みます）。

２０ 学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，読書をしますか（電子書籍の読書も含みます。教科書や参考書，
漫画や雑誌は除きます）。

２１ 昼休みや放課後，学校が休みの日に，本（教科書や参考書，漫画や雑誌は除きます）を読んだり，借りたりするために，学校図書館・学校図書室や地
域の図書館（それぞれ電子図書館を含む）にどれくらい行きますか。

２２ あなたの家には，およそどれくらいの本がありますか（一般の雑誌，新聞，教科書は除きます）。
２３ 新聞を読んでいますか。
２４ 読書は好きですか。
２５ 学校の部活動に参加していますか。
２６ 普段（月曜日から金曜日），平均して何日学校の部活動に参加していますか。
２７ 学校の部活動で，普段（月曜日から金曜日）活動を行った日は，平均してどれくらいの時間，活動をしますか。
２８ 学校の部活動で，土曜日や日曜日など学校が休みの日に活動を行った日は，平均してどれくらいの時間，活動をしますか。
質問事項 29 ～ 32 までは共通の四択式解答
２９ 今住んでいる地域の行事に参加している
３０ 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う
３１ 外国の人と友達になったり，外国のことについてもっと知ったりしてみたいと思う
３２ 日本やあなたが住んでいる地域のことについて，外国の人にもっと知ってもらいたいと思う
質問事項 33 ～ 36 は，質問ごと固有の選択式解答
３３ １，２年生のときに受けた授業で，PC・タブレットなどの ICT 機器を，どの程度使用しましたか。
３４ 学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか。

３５ 学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，PC・タブレットなどの ICT 機器を，勉強のために使っていますか（遊
びなどの目的に使う時間は除きます）。

３６ 授業で，自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表していましたか。
質問事項 37 ～ 39 までは共通の四択式解答
３７ 授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいた
３８ 授業では，各教科などで学んだことを生かしながら，自分の考えをまとめる活動を行っていた
３９ 授業は，自分にあった教え方，教材，学習時間などになっていた
質問事項 40 は，固有の選択式解答
４０ 学級の生徒との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができていますか。
質問事項 41 ～ 46 は，共通の四択式解答
４１ 学習した内容について，分かった点や，よく分からなかった点を見直し，次の学習につなげることができている
４２ 授業で学んだことを，ほかの学習で生かしている
４３ 総合的な学習の時間では，自分で課題を立てて情報を集め整理して，調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいる
４４ あなたの学級では，学級生活をよりよくするために学級活動で話し合い，互いの意見のよさを生かして解決方法を決めている
４５ 学級活動における学級での話合いを生かして，今，自分が努力すべきことを決めて取り組んでいる
４６ 道徳の授業では，自分の考えを深めたり，学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいる
質問事項 47 ～ 54 は，国語の質問のため省略
５５ 数学の勉強は好きだ
５６ 数学の勉強は大切だ
５７ 数学の授業の内容はよく分かる
５８ 数学の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つ
質問事項 59 ～ 72 は，英語の質問のため省略



小算－ 5

⑵　あやのさんたちは、 350 kgの米を 1 人に同じ重さずつ配ると、何人に
配ることができるかについて考えています。

1 人に 7 kgずつ配る場合を考えます。
350 ÷ 7 ＝ 50
50 人に配ることができます。

7 kg 7 kg 7 kg

……

1 人に 0 .7 kgずつ配る場合を考えます。
何人に配ることができるのでしょうか。

……
0 .7 kg 0 .7 kg 0 .7 kg

あやの

はやて

350 kg の米を 1 人に 7 kg ずつ配る場合と、 1 人に 0 .7 kg ずつ配る 

場合を比べると、どのようなことがいえますか。

下の １ と ２ と、 ３ と ４ の中から、それぞれ選んで、その番号 

を書きましょう。

350 kg の米を 1 人に 7 kg ずつ配ると、 50 人に配るこ

とができます。

1 人に 0 .7 kg ずつ配るとき、配ることができる人数は、 

 

50 人より
１　多い

２　少ない
です。

350 ÷ 7 ＝ 50 です。

350 ÷ 0 .7 の商は、 50 より
３　大きい

４　小さい
です。

4

特徴的な問題と対策
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の

学年・領域
評価の
観点

問題
形式

2 (2)
除数が１／１０になったときの
商の大きさについて，正しいも
のを選ぶ

除数が小数である場合の除法に
おいて，除数と商の大きさの関
係について理解しているかどう
かをみる

〔第５学年〕
Ａ　数と計算
(3)

知識・
技能

選択

！ チェック

350kg の米を１人に同じ重さずつ配
ると何人に配ることができるか，除法
を用いて求めることができることを，１
人に7kg ずつ配るという具体的な場
合について考える。「350kg の米を１
人に7kg ずつ配ると50人に配ること
ができる」ことを，「350÷7＝50」
の計算で求められることを確認する。

！ チェック

１人に7kg ずつ配る場合と，１人に
0.7kg ずつ配る場合を比較する問題
であることを把握する。

！ チェック

１人に7kg ずつ配る場合より，１人
に0.7kg ずつ配る場合の方が，１人
に配る重さが少ないので，たくさんの
人に配ることができることに気づく。

令和6年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 大問2(2)

小学校算数①

解答例 １，３

350kg の米を配る場面において，1人
に７kg ずつ配るときよりも，1人に
0.7kg ずつ配るときの方が多くの人に配
ることができることを理解しており，350
を７でわるときよりも0.7でわるときの方
が商が大きくなることも理解している。

！ チェック

350÷7より350÷0.7の方が，除数
が小さいことに着目する。

！ チェック

「１人に配る重さ」を減らすと「配る
ことができる人数」が増えるという場
面と，除法において除数を小さくする
と商が大きくなるという除数と商の大
きさの関係とを関連付けて考える。

5

教科書との関連

４年上 P.41で，除数を□倍すると商は
□でわった数になり，除数を□でわると
商は□倍になることを説明しています。

４年上 P.43で，何十や何百を1位数で
わる計算のしかたを説明しています。

5年上 P.110～127「小数のわり算」では，学習指導要領〔第5学年〕
「Ａ 数と計算」「(３) 小数の乗法，除法」を取り扱っています。導入を
コミック仕立てにし，児童の興味・関心を喚起する構成です。

5年上 P.117で，除数が１より大きいとき商は被除数より小さくなり，除
数が１より小さいとき商は被除数より大きくなることを説明しています。
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本資料について
本資料は，全国学力・学習状況調査の調査問題を，学校図書の教科書に基づいて分析したものです。本資料が，
調査の結果や分析を授業改善に活かす一助となれば幸いです。

〔令和６年度問題〕
調査問題の中から，主に思考・判断・表現が問われる内
容を取り上げ，求められる思考の過程を一つひとつ切り分
けて分析し，解説しました。

〔教科書関連箇所ページ〕
調査問題で扱われている内容や考え方について，授業で
日々お使いいただいている教科書との関連を具体的に示し
ました。


